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   Ｇ０６Ｆ   3/0482   (2013.01)
   Ｇ０６Ｆ   3/048    (2013.01)
   Ｇ０６Ｆ   3/0481   (2013.01)
   Ｇ０６Ｆ   3/0488   (2013.01)
   Ｂ６０Ｒ  16/02     (2006.01)
   Ｂ６０Ｒ  11/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ   3/048   ６５４Ｂ
   Ｇ０６Ｆ   3/048   ６５５Ｂ
   Ｇ０６Ｆ   3/048   ６５８Ｂ
   Ｇ０６Ｆ   3/048   ６２０　
   Ｂ６０Ｒ  16/02    ６３０Ｊ
   Ｂ６０Ｒ  11/02    　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成26年5月28日(2014.5.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　入力面（３２）に入力される操作によって選択されるそれぞれ複数の選択画像部（６３
）を表示する表示領域（６０）が、表示画面（５２）に複数規定される表示システムであ
って、
　複数の前記表示領域のうちアクティブ領域（６９）として選定される一つの表示領域を
、選択操作に基づいて前記選択画像部の選択が可能な状態で表示する表示画面と、
　前記表示画面から離れて位置し、前記選択画像部を選択する選択操作が入力される前記
入力面と、
　前記入力面に入力される特定の操作を切替操作として予め記憶し、前記入力面に入力さ
れた操作が前記切替操作であるか否かを判定する判定手段（５３，Ｓ１０２）と、
　前記切替操作が入力されたと前記判定手段によって判定された場合に、前記一つの表示
領域から前記複数の表示領域のうちの他の一つの表示領域に、前記アクティブ領域を切り
替える切替手段（５３，Ｓ１０５，Ｓ１０６）と、
　を備えることを特徴とする表示システム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
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　上記目的を達成するために、請求項１に記載の発明は、入力面（３２）に入力される操
作によって選択されるそれぞれ複数の選択画像部（６３）を表示する表示領域（６０）が
、表示画面（５２）に複数規定される表示システムであって、複数の表示領域のうちアク
ティブ領域（６９）として選定される一つの表示領域を、選択操作に基づいて選択画像部
の選択が可能な状態で表示する表示画面と、表示画面から離れて位置し、選択画像部を選
択する選択操作が入力される入力面と、入力面に入力される特定の操作を切替操作として
予め記憶し、入力面に入力された操作が切替操作であるか否かを判定する判定手段（５３
，Ｓ１０２）と、切替操作が入力されたと判定手段によって判定された場合に、一つの表
示領域から複数の表示領域のうちの他の一つの表示領域に、アクティブ領域を切り替える
切替手段（５３，Ｓ１０５，Ｓ１０６）と、を備える表示システムとする。


	header
	written-amendment

